
ギ
ユ
ヨ
ー
の
「
蒔
闇
糖
観
念
の
生
成
」
（
ベ
ル
グ
ソ
ン
）

服
部
　
英
　
次
　
郎
諜
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ギ
エ
ヨ
ー
の
「
晧
間
槻
念
の
生
成
」
（
い
ρ
頓
。
葛
零
今
一
、
讐
。
曾

件
窪
〕
宕
）
に
「
八
入
五
年
に
「
哲
學
雑
誌
」
（
男
。
≦
お
℃
H
邑
。
さ
℃
三
ρ
g
）

に
獲
表
さ
れ
、
彼
の
死
2
入
入
八
年
）
後
、
天
九
〇
年
に
義
父
フ

ウ
イ
エ
の
序
窺
が
附
ぜ
ら
れ
て
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
カ
ン
か
ら

出
城
さ
れ
糞
、
蛙
の
書
ぱ
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
自
問
論
の
先
駆
了
し
て
識

ま
れ
る
。
（
因
に
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
「
意
識
の
直
接
與
件
論
し
が
公
に
さ

れ
表
の
ば
一
入
入
九
年
で
あ
ろ
）
此
に
澤
爵
す
る
の
は
、
ベ
ル
グ
ソ

ン
か
｝
入
九
｝
年
に
「
塀
ロ
墨
一
難
釜
憩
」
拙
戦
二
十
よ
巻
に
於
て
試
み
た
ア

ナ
リ
イ
ー
ズ
で
あ
ろ
。

　
〔
フ
ウ
イ
エ
氏
の
配
慮
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
〕
此
の
甚

だ
與
昧
あ
る
小
著
に
乾
て
、
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
は
如
何
に
し
て

持
綾
の
観
念
が
人
間
の
意
識
の
中
に
登
慰
す
る
か
を
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
の

う
ざ
企
て
た
。
著
者
は
先
づ
時
問
の
槻
念
の
受
動
的
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
の

（
欝
出
。
冨
δ
零
ω
臨
く
○
）
ご
能
動
的
根
底
（
一
σ
　
｛
○
跡
q
　
　
g
O
け
一
庸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ご
を
塵
別
す
る
、
彼
は
時
間
の
河
床
（
洋
）
を
其
の
流

ギ
ユ
ヨ
ー
の
「
時
間
魏
念
の
生
成
」

（
o
O
謹
）
に
樹
立
さ
せ
る
。
第
一
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の

間
の
海
溝
は
四
つ
の
要
素
差
異
（
独
三
遷
お
○
）
、
　
類
似

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

（
『
O
ω
も
隠
0
5
』
び
一
簿
コ
O
O
）
、
数
（
ぎ
昌
き
琶
、
度
（
号
讐
ひ
）
を
含

む
。
同
質
的
集
團
に
於
て
は
、
實
際
、
何
物
も
時
間
の
・
掘

念
を
生
み
出
ず
こ
ご
は
鵠
來
な
い
で
あ
ら
う
、
持
綾
は
或

る
印
象
の
多
難
あ
っ
て
は
じ
め
て
始
ま
る
の
で
あ
る
Q
併

し
他
方
、
絶
醤
的
異
質
一
若
し
此
の
如
き
も
の
が
可
能

で
あ
る
な
ら
ー
ー
i
に
於
て
も
亦
、
連
圏
性
を
主
要
特
性
こ

す
る
時
鳥
は
容
れ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
て
、
差
異
ご

類
似
こ
の
知
蝿
に
よ
っ
て
二
元
性
の
槻
念
が
生
じ
る
。
そ

し
て
二
元
性
に
よ
っ
て
数
が
構
成
さ
れ
る
〔
二
〇
一
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

頁
〕
。
度
の
槻
念
は
如
何
ご
言
へ
ば
、
其
は
時
黙
（
露
○
ヨ
Φ
邑

の
観
念
ε
密
接
な
關
係
を
有
し
て
居
る
。
何
ご
な
れ
ば
時

二
七
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哲
彫
窄
研
究
　
　
第
　
資
点
ハ
十
二
號

間
の
各
々
黙
は
活
動
性
ε
戴
受
性
ご
に
於
け
る
象
る
度
を

豫
想
す
る
か
ら
〔
二
四
頁
〕
。
さ
れ
ば
畢
二
時
聞
が
其
の
中

に
動
く
や
う
に
愚
は
れ
る
糎
、
邸
ち
時
間
の
形
式
は
差
異

あ
る
ご
共
に
類
似
し
、
度
の
多
数
性
を
形
成
せ
る
諸
表
出

の
序
列
で
あ
る
〔
二
五
頁
〕
（
）

　
次
に
、
著
者
が
「
時
間
親
念
の
能
動
酌
根
底
」
ご
呼
ぶ
も

の
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
能
動
的
根
底
は

意
識
が
過
去
、
現
在
、
未
來
を
穰
別
す
る
限
、
意
識
其
の

も
の
で
め
る
。
併
し
此
の
鑑
別
其
の
も
の
は
習
得
酌
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
り
　
む
　
　
こ
　
　
な
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　

の

る
、
其
は
、
分
析
を
窮
め
れ
ば
、
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
ご

　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
の
　
ゆ
　
む
　
　

（
℃
〔
碁
・
）
）
ご
働
き
か
け
る
こ
ご
（
9
3
9
畔
）
）
こ
の
潟
別
に
蹄

せ
ら
れ
る
。
　
【
我
々
が
馨
る
苦
悩
を
戚
じ
そ
し
て
其
を
曳

け
る
た
め
に
抵
抗
を
趨
す
ビ
き
、
我
々
は
時
冊
を
二
つ
に

師
ち
現
在
ご
未
來
ご
に
割
ち
始
め
る
Q
此
の
快
ご
苦
ご
に

謝
す
る
反
作
用
は
、
其
が
意
識
的
に
な
る
ご
き
に
は
、
意

圖
（
ヨ
汁
G
訴
闘
2
μ
）
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
意
圖
こ
そ
、
無

意
識
的
な
る
か
反
省
的
な
る
か
を
問
は
す
、
同
時
に
察
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
入

ε
時
間
こ
の
槻
念
を
生
み
嫁
す
も
の
で
あ
る
」
〔
三
一
頁
〕
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
の

【，
｢
來
ご
は
、
本
來
は
，
前
に
あ
る
も
の
（
一
〇
　
q
O
く
ρ
二
砕
　
ゆ
叶
『
O
）

で
あ
る
。
其
は
菰
が
有
し
な
い
も
の
、
欲
し
求
め
る
も
の

で
あ
る
。
…
…
…
本
來
、
蒔
聞
の
流
は
欲
求
さ
れ
た
も
の

ご
所
有
．
さ
れ
た
も
の
ご
の
皇
別
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て

此
の
遜
別
其
の
も
の
は
満
足
の
戚
情
を
俘
ふ
意
圖
に
還
元

さ
れ
る
の
で
あ
る
L
〔
三
二
i
三
三
頁
〕
。
此
の
意
圖
其
の

も
の
は
、
先
づ
、
力
或
は
努
力
に
他
な
ら
な
い
。
未
來
ご

　
　
　
　
ゆ
　
む

は
繭
物
の
前
に
（
今
ノ
、
勲
碁
）
み
る
も
の
．
彼
が
捉
へ
よ
う

　
む
　
む
　
む

ご
努
め
る
（
6
困
回
つ
哨
一
O
協
同
○
璽
）
も
の
で
あ
る
。
遇
去
ご
は
後
に

あ
る
も
の
、
彼
が
も
は
や
見
な
い
も
の
で
あ
る
〔
五
頁
三
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ

さ
れ
ば
分
析
を
窮
め
れ
ば
、
織
起
（
q
・
が
惹
ω
零
2
客
）
と
は
室

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
の
　
ゆ
　
　
　
む

問
に
於
て
行
は
れ
た
主
動
酌
努
力
（
回
．
o
撃
辞
三
肯
。
罎
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
り

…
！
意
識
的
に
な
れ
ば
単
巻
で
あ
る
努
力
の
抽
象
で
あ
る

　
ギ
ユ
鹿
妻
氏
は
、
其
故
漸
次
に
、
心
象
の
時
閥
に
於
け

る
配
列
の
起
源
或
は
展
開
を
尋
問
の
中
に
求
め
よ
う
こ
す

る
に
至
っ
た
。
「
若
し
私
が
A
黙
か
ら
B
黙
へ
行
き
，
そ
し
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て
B
黙
か
ら
A
黙
へ
鰭
る
な
ら
、
私
は
か
く
す
る
こ
ご
に

よ
っ
て
二
系
列
の
戚
畳
を
得
る
、
そ
し
て
其
の
各
項
は
夫

々
他
の
系
刻
の
諸
項
の
一
つ
　
F
醤
慮
し
て
居
る
。
但
し
、

此
等
の
豊
志
せ
る
講
項
は
、
我
々
の
精
紳
に
於
て
は
、
或

は
目
標
ご
せ
ら
れ
た
B
黙
ご
の
關
係
に
よ
っ
て
或
は
A
黙

ビ
の
翌
旦
に
よ
っ
て
敷
頓
さ
れ
て
あ
る
。
さ
れ
ば
私
は
、

二
系
列
を
首
尾
ゆ
兀
全
に
「
致
さ
せ
る
た
め
に
は
、
其
の
順

序
を
顛
倒
し
て
二
系
列
を
相
互
に
當
て
は
め
さ
へ
す
れ
ば

よ
い
。
此
の
如
き
、
二
号
の
重
畳
の
完
全
な
一
致
こ
そ
、

ひ
ご
の
知
る
如
く
、
最
も
よ
く
塞
間
を
時
閥
か
ら
隔
別
す

る
も
の
で
あ
る
。
私
が
此
の
如
き
、
可
能
酌
な
或
は
梶
野

的
な
一
致
を
考
へ
な
い
ご
き
に
は
、
私
は
記
憶
の
中
に
明

瞭
さ
の
順
序
に
從
っ
て
整
頓
さ
れ
た
唯
一
つ
の
系
列
の
威

畳
し
か
有
し
な
い
の
で
あ
る
…
…
…
か
く
し
て
、
前
方
に

未
來
に
向
ふ
の
内
的
展
望
（
d
P
o
℃
窪
ω
℃
o
o
甑
ノ
つ
ぎ
酵
窪
。
毎
。
）

が
成
立
す
る
」
〔
こ
天
頁
〕
。

　
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
は
如
上
の
分
析
か
ら
し
て
、
時
間
の
槻
念

　
　
　
　
　
ギ
エ
ヨ
ー
の
「
晴
問
槻
念
の
生
成
」

は
塞
間
の
槻
念
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
そ
し
て
運
動
が
媒
介

の
役
を
な
す
・
ご
結
論
す
・
る
。
「
時
間
は
運
｛
動
郎
ち
キ
ネ
ー
シ

シ
ス
の
抽
象
、
我
々
が
窟
互
に
黄
雲
さ
れ
た
戚
畳
或
は
努

力
の
綜
騰
々
要
的
す
る
型
式
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
忠
來

る
」
〔
三
七
頁
〕
。
又
少
し
く
後
に
は
、
「
人
間
の
意
識
に
時
間

を
作
り
出
す
も
の
は
察
間
に
於
け
る
蓮
動
で
あ
る
、
運
動

が
な
け
れ
ば
時
問
は
な
い
」
〔
四
七
頁
〕
ご
言
っ
て
居
る
。

回
想
の
時
聞
に
於
け
る
位
農
工
定
其
の
も
の
も
塞
問
の
媒

介
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
何
こ
な
れ
ば
、
回
想
の
枢
は
、

何
を
さ
て
即
き
、
跨
る
場
駈
で
あ
る
、
そ
し
て
其
が
或
る

時
日
の
図
想
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
か
ら
〔
六
三
頁
〕
。
ソ

ボ
ー
、
テ
ー
ヌ
爾
…
氏
に
よ
っ
て
我
々
が
正
確
な
仕
方
で
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
象
の
時
間
に
於
け
る
位
麗
を
規
定
す
る
た
め
に
標
黙

（
一
）
畠
訴
ら
。
港
℃
卑
。
）
を
使
用
す
る
こ
ご
が
示
さ
れ
た
か
ら

に
は
、
ギ
ユ
ヨ
手
懸
に
從
へ
ば
、
此
等
の
標
黙
は
常
に
延

長
に
於
て
、
或
は
延
長
に
閣
連
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
ご
が

附
言
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
，
假
命
、
標
黙
こ
し
て
或
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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帆
百
槻
堕
牌
瞬
究
　
　
難
甲
百
山
ハ
十
ご
號

な
る
精
帥
的
競
争
は
大
な
る
喜
悦
が
考
へ
ら
れ
て
も
、
此

の
苦
翌
翌
の
喜
悦
は
不
可
避
的
に
察
間
に
於
て
位
置
を
規

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
こ
そ
其
等
は
海
丘
に

於
て
位
置
を
規
定
さ
れ
、
從
っ
て
其
等
爵
ら
は
時
閥
に
於

け
る
新
し
い
言
言
規
定
に
標
黙
の
役
を
な
す
こ
ご
が
出
來

る
の
で
あ
る
〔
六
七
頁
〕
。
時
問
に
於
け
る
位
澱
規
定
ご
岩

間
に
於
け
る
位
畳
規
定
ご
の
聞
に
は
た
や
に
類
似
が
存
す

る
の
み
な
ら
す
、
又
一
致
が
存
す
る
。
翼
故
に
、
我
々
は

た
い
察
問
の
媒
介
に
よ
っ
て
の
み
疇
問
を
測
る
こ
ご
が
出

果
る
の
で
あ
る
。
「
諸
君
は
或
る
時
間
に
、
或
る
環
境
に
嘗

て
な
し
た
こ
ご
を
想
起
し
、
此
の
圓
想
を
諸
君
の
現
在
の

印
象
ご
比
較
し
て
、
其
は
殆
ご
等
し
い
或
は
等
し
く
な
い

長
さ
で
あ
る
ご
言
ふ
で
あ
ら
う
」
〔
七
四
頁
〕
Q

　
然
ら
ば
、
如
何
に
し
て
我
々
は
貰
聞
を
室
聞
か
ら
遜
指

す
る
か
。
此
の
匠
別
を
な
す
の
に
最
も
役
立
つ
外
的
岩
畳

は
、
ギ
ユ
ヨ
三
島
に
從
へ
ば
、
聴
畳
で
あ
る
Q
其
の
理
由

は
他
で
は
な
い
、
聴
畳
は
室
間
に
於
て
は
た
欝
甚
だ
漠
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
…
○

こ
し
か
位
遣
を
規
定
し
な
い
の
に
反
し
て
持
綾
に
於
て
は

極
め
て
萌
瞭
に
位
概
を
規
定
す
る
が
故
で
あ
る
〔
七
四
頁
〕

聴
畳
に
次
い
で
は
想
像
で
あ
る
。
　
「
我
々
は
運
動
を
π
や

我
々
の
脚
の
み
を
以
て
す
る
の
で
は
な
い
、
我
々
は
蓮
動

を
我
々
の
表
出
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
は

此
の
種
の
内
的
な
散
歩
を
外
的
な
運
動
か
ら
逓
別
す
る
の

に
躊
躇
し
な
い
〔
七
五
頁
〕
、

　
持
績
の
霜
曇
が
「
内
的
親
機
〔
（
一
、
○
℃
舗
ρ
屋
一
暮
曾
δ
霞
○
〉

の
現
象
に
他
な
ら
な
い
か
ら
に
は
、
其
は
本
質
上
相
醤
酌

で
あ
る
だ
ら
う
。
其
は
、
實
際
、
（
一
）
表
出
さ
れ
た
諸
心

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

象
の
強
さ
（
巨
。
器
ま
）
に
、
　
（
二
）
此
等
の
心
象
問
の
差

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

異
の
強
さ
に
、
（
三
）
此
等
の
心
象
の
数
ご
其
の
差
異
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
り

ご
に
、
（
四
）
此
等
の
心
象
の
織
起
の
速
さ
（
系
霧
ψ
Φ
）
に
、

（
五
）
此
等
の
心
象
間
相
互
の
關
係
に
、
（
六
）
此
等
の
心
象

ご
其
の
關
係
ご
を
理
解
す
る
に
要
、
丁
る
時
間
に
、
（
七
）
此

等
の
3
5
象
に
堕
す
る
我
々
の
注
意
の
強
さ
に
、
此
等
の
心

象
に
葎
ふ
快
ご
苦
こ
の
戚
動
ご
欲
望
ご
戚
情
ご
に
、
（
八
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の

　
　
此
等
の
心
象
ご
我
々
の
期
待
（
葺
○
暮
。
）
ご
我
々
の
豫
見

　
　
ビ
の
關
係
に
結
び
付
け
ら
れ
て
居
る
。
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
は
、

　
　
彼
が
「
時
間
の
錯
乱
」
（
窮
皇
臣
す
統
鐙
骨
9
β
℃
ω
）
ご
呼

　
　
ぷ
も
の
に
特
に
一
章
を
献
げ
て
居
る
G
彼
は
此
の
章
に
於

　
　
て
、
類
稀
な
る
俊
敏
を
以
て
、
我
々
が
持
績
の
機
器
に
於

　
　
て
犯
す
若
干
の
誤
謬
を
分
析
し
て
居
る
　
彼
は
此
等
の
誤

　
　
謬
を
・
或
は
塞
間
に
於
け
る
知
贅
の
陣
没
に
類
似
せ
る
展
望

　
　
の
錯
畳
に
よ
っ
て
説
明
し
、
或
は
戚
情
的
な
原
因
に
麟
す

　
　
る
。
例
へ
ば
著
し
い
、
異
っ
た
事
件
に
充
ち
た
一
年
が
比

　
　
較
的
長
く
思
は
れ
る
の
は
、
隔
だ
つ
て
評
領
さ
れ
た
時
聞

　
　
の
外
見
上
の
長
さ
は
想
趙
さ
れ
た
事
件
に
於
て
知
畳
さ
れ

　
　
　
の
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
む

　
　
た
分
明
な
（
9
き
δ
財
駆
）
強
烈
な
（
ぎ
叶
。
富
。
）
差
異
の
数

　
　
に
比
例
し
て
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
口
〇
四
頁
〕
Q
次
に

　
　
年
月
が
青
年
盛
代
に
は
か
く
も
長
く
、
老
年
時
代
に
は
か

　
　
く
も
短
く
思
は
れ
る
の
は
、
主
ご
し
て
、
青
年
時
代
の
印

　
　
象
は
濃
痢
．
ご
し
て
新
鮮
で
数
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
青

　
　
年
時
代
の
年
月
は
、
其
故
、
充
蓋
し
千
差
萬
別
で
あ
る
コ

㎜
　
　
　
ギ
エ
ヨ
あ
「
蹟
熱
の
震
」

○
○
頁
〕
Q

　
ギ
ユ
目
玉
氏
の
結
論
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
時
間
は
意

識
の
制
約
で
は
な
く
し
て
其
の
軍
な
る
結
果
に
過
ぎ
な
い

時
問
は
意
識
を
構
成
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
其
か
ら
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

生
す
る
の
で
あ
る
。
時
間
は
我
々
が
現
象
に
課
す
る
先
天

鯉
（
婁
豊
形
式
で
は
？
し
て
・
経
験
が
現
蕎
に

樹
立
す
る
諸
鵬
係
の
綜
骸
で
あ
る
0
1
此
の
如
歯
意
味

に
於
て
は
　
時
間
は
進
化
の
諸
形
式
の
一
つ
に
他
な
ら
な

い
、
”
其
は
事
物
間
に
導
入
さ
れ
た
差
別
で
あ
る
、
其
は
或

る
異
れ
る
環
境
に
於
け
る
類
似
の
印
象
の
、
叉
は
或
る
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

似
の
環
境
に
於
け
る
異
れ
る
印
象
の
再
現
で
あ
る
。
時
間

　
　
な
　
　
じ
　
ヘ
レ
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む

は
宇
宙
の
磁
化
の
抽
象
的
型
式
で
あ
る
　
（
目
○
け
§
も
の
○
辞

冨
ま
餐
”
三
〇
9
ぴ
。
。
霞
鉱
【
①
島
O
o
。
o
げ
2
ρ
σ
q
O
ヨ
2
詳
ω
鳥
〇
一
、
葺
嵐
く
。
湊
．
）
o

　
我
々
は
同
じ
結
論
が
フ
ゥ
イ
ェ
氏
が
此
の
書
の
た
め
に

も
の
し
た
注
目
す
べ
き
序
説
に
於
て
展
開
さ
「
れ
て
居
る
の

を
見
出
す
。
フ
ウ
イ
エ
氏
は
カ
ン
ト
の
戚
性
の
純
粋
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
の
　
　

説
に
力
強
く
反
転
す
る
。
時
隅
の
凝
念
は
先
天
的
に
與
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
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折
”
爆
菰
繰
究
　
　
静
弔
胃
山
ハ
十
二
號

ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
其
は
無
限
、
無
量
、
「
普
遍
的
因
果

性
の
槻
念
ご
同
様
に
、
尺
間
の
反
省
の
洗
練
さ
れ
だ
産
物

で
あ
る
。
其
は
「
先
づ
孤
立
せ
る
表
出
か
ら
漸
次
に
内
包

的
、
外
延
的
春
蚕
的
系
列
の
表
出
に
ま
で
向
上
す
る
」
知

性
の
嚢
達
の
結
果
で
あ
る
。

　
如
上
の
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
の
研
究
ε
フ
ウ
イ
エ
氏
の
序
説
ビ

の
分
析
に
於
て
我
々
は
た
い
根
本
的
な
論
題
の
み
を
考
慮

せ
ん
が
た
め
に
、
多
く
の
猫
創
的
な
見
解
ご
巧
妙
な
比
喩

ご
を
顧
み
な
か
つ
π
。
今
若
し
ひ
ご
が
此
の
理
説
の
嬢
理

を
取
出
さ
う
ご
努
め
る
な
ら
多
分
、
ひ
ご
は
此
の
理
説
が

本
質
的
に
は
時
間
を
我
々
の
意
識
．
に
輿
へ
ら
れ
た
或
は
提

出
さ
れ
た
實
在
ご
見
微
す
こ
ご
ご
、
如
何
な
る
仕
方
に
よ

っ
て
我
々
が
時
閥
に
於
て
過
去
、
現
在
．
氷
家
を
醸
別
す

る
や
う
に
な
る
か
を
規
定
す
る
こ
ざ
、
に
存
す
・
）
の
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ

著
す
で
あ
ら
う
。
ギ
ユ
ヨ
i
氏
が
時
間
に
於
け
る
展
望
に

就
い
て
語
る
ご
き
．
其
は
比
喩
で
は
な
い
。
實
際
は
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

に
は
謡
講
に
旙
す
る
も
の
が
與
へ
ら
れ
る
や
う
に
、
時
間

が
輿
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
特
に
、
我
々
が
此
の

新
し
い
種
類
の
室
聞
に
於
け
る
諸
連
績
面
を
匠
別
す
る
は

た
ら
き
の
磯
曲
を
叙
述
し
よ
う
ご
企
て
る
の
で
あ
る
Q
ギ

ユ
ヨ
ー
氏
は
、
其
故
此
の
研
究
に
於
て
は
、
進
化
論
的
心

理
學
岩
の
方
法
に
從
っ
て
居
る
．
彼
は
我
々
に
、
意
識
の

調
象
へ
の
連
績
的
生
身
を
示
し
て
居
る
。

　
さ
て
．
既
の
如
き
方
法
は
、
我
々
の
見
る
所
に
よ
れ
、

ば
、
多
く
の
心
理
學
的
問
題
に
は
適
用
さ
れ
る
こ
ご
が
出

鴨
る
が
、
時
闇
の
問
題
に
は
適
用
さ
れ
る
こ
ご
が
璃
來
な

い
の
で
あ
る
○
国
際
、
如
何
な
る
仕
方
に
よ
っ
て
我
々
が

論
る
饗
象
を
認
識
す
る
に
至
る
か
を
問
題
こ
す
る
こ
ε
は

此
の
鋼
象
が
不
滅
的
で
あ
り
、
そ
し
て
言
は
や
意
識
の
外

に
あ
る
こ
ご
〃
假
定
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
併
し
此
の
如
き

假
定
は
、
繕
え
す
流
れ
、
從
っ
て
た
い
意
識
こ
し
て
記
憶

ご
し
て
の
み
存
在
す
る
こ
ご
を
本
質
ご
す
る
持
績
に
關
係

す
る
や
否
や
、
矛
盾
す
る
や
う
に
な
る
。
其
赦
、
此
の
場



　
　
合
に
は
、
綜
合
に
よ
っ
て
時
閥
の
槻
念
の
進
化
を
再
構
成

　
　
す
る
こ
ご
は
出
　
來
な
い
、
反
湖
に
勢
析
を
試
み
る
こ
ご
に

　
　
よ
っ
て
、
純
粋
欝
欝
，
時
間
の
就
接
的
野
槻
、
我
々
が
時

　
　
間
を
、
比
量
的
思
惟
ご
言
語
こ
の
最
大
の
便
宜
の
た
め
に

　
　
包
み
込
む
諸
形
式
を
分
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

　
　
　
此
の
如
き
見
地
よ
h
す
れ
ば
、
ひ
ざ
は
純
粋
時
聞
が
分

　
　
離
せ
る
或
は
匿
胴
さ
れ
た
時
黙
を
有
し
な
い
の
を
、
適
切

　
　
に
言
へ
ば
其
の
何
れ
の
部
分
も
始
ま
る
こ
ご
な
く
叢
る
こ

　
　
ご
な
く
、
其
の
各
部
分
は
、
薙
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
黒
黒

　
　
的
色
彩
の
や
う
に
、
総
て
の
他
の
部
分
に
延
び
撃
っ
て
居

　
　
る
の
を
見
出
す
で
あ
ら
う
。
反
省
的
意
識
に
現
れ
る
が
如

　
　
き
層
別
さ
れ
た
縫
趨
は
、
我
々
が
我
々
の
意
識
の
釈
態
の

　
　
相
互
滲
透
に
代
置
す
る
、
延
、
長
的
諸
心
象
の
、
同
質
的
塞

　
　
間
へ
の
、
分
解
ご
叢
畳
ご
に
他
な
ら
な
い
。
此
の
如
き
代

　
　
畳
は
、
樹
ほ
又
、
我
々
の
外
に
、
即
ち
塞
悶
に
、
其
の
綴

　
　
起
は
我
々
の
意
識
の
駿
態
の
丁
丁
と
何
等
の
類
似
を
も
有

　
　
し
得
す
、
其
ご
同
時
で
あ
る
此
等
の
内
的
駿
態
の
未
分
の

㎝一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ュ
ヨ
ー
の
「
暗
問
槻
念
の
生
成
し

連
綾
を
腿
別
さ
れ
た
謬
言
に
裁
断
す
る
非
連
績
的
墾
化
が

な
け
れ
ば
、
不
可
能
で
あ
ら
う
。
其
故
、
同
時
性
は
、
實

の
持
綾
で
あ
る
内
濠
持
綾
ご
、
我
々
が
其
の
刹
那
の
閃
光

郎
ち
持
罪
し
な
い
部
分
し
か
知
潤
し
な
い
外
的
時
間
こ
の

連
鐙
、
接
客
黙
で
あ
る
。

　
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
が
、
實
際
に
は
貰
聞
に
厨
す
る
諸
特
性
を

時
間
の
鶴
性
こ
す
る
の
は
、
此
の
如
き
、
此
の
問
題
に
適

用
さ
れ
得
る
唯
一
の
方
法
に
從
は
な
か
っ
た
が
故
で
あ
る

彼
は
特
に
、
察
間
ご
時
間
ご
を
庭
渇
す
る
の
．
に
、
室
間
的

系
凋
は
復
選
す
る
こ
ご
が
爵
選
る
の
に
反
し
て
、
内
的
な

展
望
は
後
方
か
ら
前
者
へ
、
　
一
定
の
方
向
に
進
む
ご
い
ふ

野
蒜
を
以
て
す
る
。
　
「
繰
返
さ
れ
た
同
一
の
戚
畳
、
同
一

の
方
書
に
、
同
｝
の
意
圖
に
於
て
繰
返
さ
れ
た
努
力
は
、

其
の
最
初
の
諾
項
は
愛
翫
的
不
明
瞭
で
あ
り
最
後
の
諸
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
の

は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。
系
列
（
ω
蜜
巳
を
形
成
す
る
…

　
　
　
　
　
　
　
の
　
り

：
…
」
i
併
し
、
系
鋼
．
は
、
ギ
ユ
ヨ
i
氏
が
解
す
る
が
如

き
意
味
に
於
て
は
、
室
問
以
外
に
嘗
て
考
へ
ら
れ
得
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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哲
學
研
究
　
　
第
百
山
ハ
十
二
號

か
。
縫
起
す
る
諸
項
の
系
列
の
表
出
は
、
疑
も
な
く
、
縫

起
を
含
ん
で
居
る
が
、
併
し
叉
他
方
、
並
概
を
も
含
ん
で

居
る
。
何
ご
な
れ
ば
、
我
々
は
経
過
す
る
諸
項
を
、
繊
鋭

す
る
で
あ
ら
う
二
項
に
並
置
せ
ん
が
た
め
に
、
保
持
し
不

動
に
す
る
か
ら
Q
併
し
並
握
ご
不
動
ε
は
塞
問
以
外
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
の
　
あ
　
の

て
は
考
へ
ら
れ
得
な
い
Q
思
惟
さ
れ
た
（
℃
9
器
）
系
列
は

常
に
、
多
か
れ
少
か
れ
、
室
間
の
中
に
あ
る
、
純
輝
持
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

に
於
て
は
、
殆
ざ
経
験
さ
れ
た
（
ま
。
ξ
諸
系
鋼
以
外
の

も
の
は
な
い
。

　
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
は
、
反
省
的
意
識
に
よ
っ
て
知
畳
さ
れ
る

が
如
き
時
問
が
草
中
の
塞
間
へ
の
翻
謬
で
あ
る
こ
ご
は
よ

く
理
解
し
た
が
、
如
何
に
し
て
此
の
醗
繹
が
な
さ
れ
る
か

を
、
何
故
に
此
の
翻
身
が
可
能
で
あ
る
か
を
、
特
に
、
何

に
よ
っ
て
實
の
持
綾
は
成
立
す
る
か
を
、
實
の
持
重
を
象

徴
す
る
塞
問
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
景
象
を
看
過
し
だ
や
う

に
思
は
れ
る
○
如
何
に
し
て
翻
課
は
な
さ
れ
る
か
、
其
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

多
分
、
時
間
ご
室
間
こ
の
連
句
で
あ
る
Q
同
時
性
（
ω
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

葺
聖
堂
ひ
）
の
媒
介
に
よ
っ
て
や
あ
ら
う
。
何
故
に
其
は

可
能
で
あ
る
か
、
我
々
の
心
的
状
態
ご
外
界
の
状
態
ご
が

同
時
的
で
あ
る
が
故
に
。
最
後
に
、
純
輝
持
綾
は
室
間
な

し
に
は
何
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
其
は
、
鍛
の
諸
畢
位
の
多

慢
性
ご
何
物
を
も
共
有
し
な
い
多
様
性
、
郎
ち
計
糞
さ
れ

た
多
様
性
で
は
な
く
し
て
経
験
さ
れ
た
多
榛
性
で
あ
る
。

一
然
る
に
、
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
蒔
問
は
「
我
一
々

が
相
互
に
遍
刷
さ
れ
た
戚
畳
或
は
努
力
の
綜
膿
を
要
約
す

る
型
式
し
で
あ
る
Q
彼
は
「
湿
触
」
（
裂
。
・
9
8
鉱
○
巳
　
ε
い
ふ

こ
ご
が
」
既
に
、
塞
虚
な
る
間
隔
に
よ
っ
て
粗
互
に
分
離
せ

る
、
從
っ
て
塞
問
の
中
に
散
在
せ
る
諸
項
を
豫
想
ず
る
こ

ご
を
看
過
し
た
や
う
に
思
は
れ
る
Q
l
時
間
の
流
は
又

本
來
は
、
　
「
欲
求
さ
れ
た
も
の
ご
所
有
さ
れ
た
も
の
ご
の

一
別
」
で
あ
る
だ
ら
う
。
併
し
先
づ
、
其
は
實
際
に
現
在

な
る
も
の
輩
に
思
惟
さ
れ
た
も
の
ご
の
、
實
在
的
な
る
も

の
こ
可
能
的
な
る
も
の
こ
の
、
知
畳
さ
れ
だ
も
の
ご
認
識

さ
れ
淀
も
の
こ
の
皇
別
で
あ
る
ご
言
っ
て
も
正
當
だ
ら
う



　
i
次
に
正
確
な
そ
し
て
数
的
な
癩
別
の
窺
念
其
の
も
の

　
．
も
既
に
、
二
つ
の
隔
別
さ
れ
た
項
が
並
罎
さ
れ
る
塞
虚
な

　
　
る
室
間
を
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。

　
　
實
を
言
へ
ば
、
本
質
的
な
問
題
は
次
の
如
く
課
せ
ら
れ

　
　
る
。
だ
“
一
種
の
多
標
性
ー
ー
数
的
多
様
性
亡
か
な
い
か

　
　
或
は
他
の
種
類
の
多
標
性
が
考
へ
ら
れ
或
は
知
畳
さ
れ
る

　
　
こ
ご
が
出
演
る
か
。
若
し
第
一
の
假
定
一
其
は
正
し
く

　
　
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
が
立
て
淀
や
う
に
思
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が

　
ー
ー
に
立
つ
な
ら
時
間
を
塞
間
な
し
に
表
出
し
よ
う
ε
し

　
　
て
も
徒
ら
で
あ
る
。
何
こ
な
れ
ば
先
づ
時
聞
に
慰
問
が
混

　
　
入
さ
れ
る
か
ら
。
即
ち
二
尊
多
様
性
を
語
る
者
は
並
置
の

　
多
襟
性
、
室
間
に
於
け
る
多
機
性
を
語
る
の
で
あ
る
Q
此

　
　
に
反
し
て
、
時
間
が
根
本
帥
に
無
間
ご
異
り
、
そ
し
て
塞

　
　
問
な
し
に
考
へ
得
ら
れ
る
ざ
き
に
は
、
其
は
た
や
、
数
的

　
多
楼
性
以
外
に
、
明
確
な
潟
別
を
も
並
遣
を
も
・
含
ま
な
い

　
　
他
の
多
襟
性
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
い
ふ
條
件
附

　
　
で
の
み
存
在
す
る
こ
ご
が
漫
漏
る
。
然
る
ご
き
は
ギ
ユ
ヨ

　
　
一
癖
は
心
理
學
者
こ
し
て
如
何
に
し
て
滲
透
の
多
様
性
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
の
　
の

　
並
置
の
多
様
性
に
表
現
さ
れ
る
（
。
。
、
舞
9
ヨ
○
こ
か
を
我
々

贈
　
　
豊
ヨ
あ
藩
齪
念
の
生
戊
」

に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
彼
は
此
の
問

題
を
た
“
、
一
方
意
識
を
、
意
識
が
其
自
ら
に
蹄
る
少
数

の
時
黙
に
於
て
、
分
析
す
る
こ
ご
》
、
他
方
意
識
以
外
に

於
け
る
時
間
の
役
割
に
回
し
て
は
、
實
讃
科
學
帥
ち
物
理

學
、
星
學
、
力
學
に
尋
ね
る
こ
ご
、
に
よ
っ
て
の
み
解
決

す
る
事
が
一
一
る
で
あ
ら
う
。

　
フ
ウ
イ
エ
氏
が
彼
の
序
説
に
於
て
「
快
よ
り
苦
に
推
移

し
つ
＼
墾
化
す
る
存
在
は
、
彼
が
未
だ
獲
化
の
二
項
の
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

係
を
認
識
し
な
い
ε
き
に
も
、
鍵
化
し
　
（
畠
窪
槻
巳
　
つ

、
あ
る
の
を
薫
じ
る
こ
ビ
が
出
力
る
」
ご
言
っ
て
居
る
の

は
我
々
に
は
ギ
ユ
ヨ
ー
氏
よ
り
も
｝
庇
分
析
を
進
め
た
や

う
に
思
は
れ
る
。
彼
が
時
聞
を
盧
接
経
験
の
所
與
ビ
見
微

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
ゆ

し
．
決
し
て
カ
ン
ト
が
欲
し
た
如
く
に
、
戚
性
の
先
天
的

形
式
と
考
へ
な
い
の
は
粗
面
に
正
倉
で
あ
る
。
鑑
の
如
き

見
解
を
徹
底
し
た
な
ら
、
彼
は
カ
ン
ト
の
理
説
が
正
し
く

實
の
特
綾
ざ
其
の
露
語
的
符
合
ε
の
混
同
に
存
す
る
の
を

そ
し
て
哲
紅
血
に
課
せ
ら
れ
淀
問
題
は
常
に
二
種
の
多
標

章
が
あ
る
か
或
は
我
々
は
た
や
一
種
の
多
楼
性
し
か
知
壁

し
な
い
か
否
か
を
知
る
こ
ご
で
あ
る
の
を
見
出
し
淀
で
あ

ら
〉
フ
Q

一
二
五


